弁護士　弁理士　石角完爾のファイルから

  最近アメリカのメディアではクリントン候補の選挙運動本部の資金が底をついたというニュースが流れています。その為に選挙運動員の給料が遅配しているとも。そこでクリントン候補自身が出版で稼いだ５millionを選挙運動に拠出したとも言われています。

　これに対しオバマ候補は２４時間でインターネット上３２ millionの募金が集まったと報じられています。

　オバマ候補者は自分の納税申告書を公開しました。しかしクリントン候補は納税申告書の公開を拒んでいます。

　金の切れ目が縁の切れ目、金の切れ目が勝負の切れ目となりますかどうか。

　アメリカＩＥＣＡ認定の教育コンサルタントである私はオバマの学校歴に注目しました。まず中学、高校はハワイのPunahou Schoolに行っています。Punahou Schoolはハワイ随一の競争校で、残念ながら日本人が行けるボーディングスクールではありませんが、Punahou Schoolからはアメリカ本土への有名大学への進学が非常に高い割合で成功している学校です。私も何度か教育コンサルタントとして訪れています。Punahou Schoolからオバマが選んだのはロサンゼルスにあるOccidental College大です。Occidental Collegeも私は５～６回訪問しており、現総長とも同じ町内ということでコンタクトがありますが、この学校はいわゆるLiberal Arts Collegeです。４年制の大学ですが、学生数が２千人にも満たないという少人数大学です。Liberal Arts Collegeは多くが少人数の徹底した教育を行う大学です。いわゆるハーバードやプリンストンのような総合大学ではなく大学院がありません。その代わり教授が直接生徒に教えます。総合大学では教授が直接教えることは稀でTeaching Instructorが教え、また教室も何百人という教室を使いますが、Liberal Arts Collegeでは１０名２０名の少人数で徹底したDiscussion教育が行われます。Occidental Collegeは全米でも最も自由主義的な、そして多民族の生徒が来ている大学です。この学生時代に思想形成が為されたとも考えられます。彼はその後コロンビア大学に転校し、大学院はハーバード大学のロースクールに進みましたが、ここで注目すべきは、オバマがHarvard Law Reviewの編集長になったという事実です。Harvard Law Reviewは最も権威のある法学雑誌ですが、法学雑誌と言ってもLaw Reviewは学生が編集発行する機関紙です。その編集長になるにはLaw Studentの１年生の時の成績が抜群であり、その結果としてLaw Reviewの編集委員に選ばれた後、選挙で編集長に選ばれるというシステムになっています。Harvard Law Reviewの歴代編集長はいずれも将来の最高裁長官候補者だと言われるほど全ての点に於いて優秀な生徒が選ばれ、いわば当時のHarvard Law Schoolのナンバー・ワンのStudentと言うことが出来ます。
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